
単
　
界
消
口

学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会

大
会
　
一
一
月
一
日
（
日
）
午
前
一
〇
時
一
午
後
三

　
　
　
　
時
　
文
掌
部
輿
学
科
陳
列
館
麗
放
・
史
料

　
　
　
　
展
覧

　
　
　
一
一
月
羅
臼
（
月
）
午
前
九
時
　
於
楽
友
会

　
　
　
　
館
講
演
室

　
開
会
の
辞

総
会
　
会
務
報
告
　
　
　
　
佐
伯
・
藤
岡
両
理
事

　
講
演

　
　
古
墳
群
調
査
の
問
題
点
　
　
　
　
糧
山
　
浩
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
共
同
研
究
）

　
　
大
阪
を
中
心
と
し
た
都
市
群
の
形
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
澗
謙
二
郎

　
　
傭
兵
欄
慶
の
歴
史
的
研
究
一
そ
の
経
過
と

　
　
成
果
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
田
　
雄
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
共
同
研
究
）

　
　
近
畿
地
方
農
・
山
村
の
歴
史
酌
・
疑
俗
学
的

　
　
　
　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
実

　
　
明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
崎
　
市
楚

　
　
　
一
　
一
阿
月
二
旨
（
日
月
）
午
紳
月
山
ハ
時
　
　
晩
餐
ム
累

　
参
会
者
は
二
浮
名
を
こ
え
る
盛
況
で
あ
っ
た
．
．

例
会
　
一
二
月
五
日
（
土
）
午
後
一
時

　
楠
瀬
　
　
勝
　
　
「
十
四
・
五
世
紀
土
豪
層
の
支
配

　
　
　
　
　
　
　
形
態
の
変
質
一
爾
北
朝
動
乱
の

　
　
　
　
　
　
　
歴
史
的
意
義
i
」

　
小
野
規
秀
美
　
章
愚
管
の
民
族
思
想

　
　
　
　
京
大
国
史
関
係

　
恒
例
に
よ
り
、
読
史
会
大
会
は
、
一
一
月
三
日
、

京
大
文
学
部
第
一
教
窒
で
行
わ
れ
た
．
、
例
年
よ
り
参

会
者
は
や
や
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
中
鷺
の
よ

う
な
多
彩
な
内
容
と
発
表
者
と
に
よ
り
、
大
会
は
進

行
し
た
。
と
く
に
、
広
農
大
学
か
ら
河
合
正
治
氏
の

発
表
を
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ

が
、
い
ま
一
つ
討
論
が
活
濃
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
今
年
の
反
省
を
か
ね
て
、
莱
年
へ
の
課
題
と
す

べ
き
で
あ
ろ
5
。

　
開
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
　
俊
秀

　
外
来
神
僧
仰
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
吉
珊
　
正
通

　
薬
子
の
観
の
史
的
位
概
　
　
　
　
　
門
脇
　
禎
ご

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

土
地
制
度
の
改
革
と
農
民
の
生
活
　
内
田

肥
前
山
内
の
郷
士
　
　
　
　
　
　
　
城
鼠

覧
政
の
改
暦
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
末
中

西
洋
列
露
史
略
に
つ
い
て
　
　
　
高
瀬

光
醗
皇
后
御
願
一
切
経
と
東
大
寺
墾
語
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
池

融
通
念
仏
と
六
斎
念
仏
　
　
　
　
　
五
罪

侠
慶
と
重
源
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
利

戦
國
大
名
と
し
て
の
毛
利
氏
の
挫
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
合

和
泉
国
近
木
庄
に
つ
い
て

重哲正亀
鼠佳ヲヒ穆皇凝麸　春久翼峰

正
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
尾
猛
甫
郎

　
我
国
に
お
け
る
化
掌
繊
維
工
業
の
発
達
に
つ
い

　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
石
　
良
材

　
古
代
社
会
に
お
け
る
文
化
変
容
の
一
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
晶
　
彰
英

　
閉
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
葉
田
　
淳

大
ム
獄
後
、
午
茄
難
山
ハ
時
よ
り
紫
ハ
獺
囚
ム
獄
館
韻
に
，
お
い
ぱ
」
、
欄
慾

親
会
を
も
ち
、
約
六
〇
名
の
鰻
重
を
え
、
和
気
あ
い

あ
い
裡
に
散
会
し
た
。

　
読
螂
ハ
会
例
会
　
一
一
月
二
八
臼
（
土
）

鴫
治
時
代
の
郵
逓
制
度
　
　
　
　
　
　
天
野
　
安
治

明
治
前
期
の
労
働
運
動
　
　
　
　
　
　
山
本
　
四
郎
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京
大
東
洋
史
関
係

羽
田
亭
博
士
の
文
化
勲
章
受
賞
　
表
る
昭
和
二
十
八

　
年
十
一
月
三
日
女
化
の
賢
、
棄
洋
史
学
界
の
泰

　
斗
、
と
く
に
西
域
史
の
研
究
に
他
の
追
従
を
ゆ
る

　
さ
ぬ
ユ
ニ
ー
ク
な
足
跡
を
の
こ
さ
れ
た
羽
田
亨
博

　
士
は
、
本
年
度
の
文
化
勲
章
を
受
賞
さ
れ
た
。
こ

　
こ
に
祝
意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
後
進
の
指
道
W
を
切

　
銀
し
た
い
。
、

葉
．
洋
史
談
話
会
大
会
　
一
一
月
三
日
　
於
京
大
入
文

　
科
学
研
究
所
講
堂

　
間
野
　
潜
龍
　
　
「
萌
代
の
家
規
に
つ
い
て
」

　
菊
地
　
英
夫
　
　
「
五
代
禁
酒
の
外
地
二
期
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
」

　
米
田
賢
二
郎
　
「
手
代
辺
境
兵
土
の
給
与
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
て
」

　
藤
・
本
　
勝
次
　
　
「
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
王

　
　
　
　
　
　
　
朝
嵐
」

　
今
堀
　
誠
二
　
「
宋
代
に
お
け
る
社
会
薯
業
の
性

　
　
　
　
　
　
格
に
つ
い
て
」

　
三
口

　飯三佐
　野蜀　　　口
　長済
学八一透

「
コ
ー
カ
ン
ド
汗
国
の
東
方
政
策
し

「
仰
翻
と
殿
擁
」

「
孝
経
の
成
立
」

界
　
消
　
息

　
杉
本
直
治
郎
　
「
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
の
ラ
テ
ン
語
訳

　
　
　
　
　
　
　
初
版
と
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
譲
入
れ
」

大
学
院
懇
親
会
　
一
一
月
一
四
日

　
塚
本
　
俊
孝
　
　
「
爾
唐
王
室
の
仏
教
信
仰
」

東
洋
史
研
究
会
　
十
二
巻
三
、
四
号
合
評
会
　
一
〇

　
月
二
九
臼
（
木
）
聴
入
文
科
学
研
究
所
会
議
室

人
文
科
学
研
究
所
…
開
所
記
念
講
演
会
　
一
一
月
一
四

　
日
（
土
）
　
蝶
番
大
入
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
天
野
元
之
助
　
　
「
雪
国
農
業
の
展
開
」

　
　
　
　
京
大
蔑
洋
史
関
係

　
西
洋
史
読
轡
会
大
会
　
史
学
研
究
会
大
会
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
西
洋
史
読
響
会
大
会
は
恒
例
通
り

一
一
月
三
臼
京
大
楽
友
会
館
で
開
催
さ
れ
、
本
年
度

は
多
く
の
他
掌
講
演
者
を
迎
え
盛
会
裡
に
終
っ
た
。

前
日
の
史
学
研
究
会
大
会
に
お
い
て
は
西
洋
史
関
係

の
発
表
者
と
し
て
前
川
』
貝
次
郎
氏
、
会
田
雄
次
氏
の

「
傭
兵
難
度
の
歴
史
的
研
究
」
な
る
綜
合
研
究
の
成

果
報
轡
が
行
わ
れ
た
が
、
三
類
の
発
表
者
は
左
記
の

通
り
。

　
森
岡
敬
一
郎
（
慶
大
）
　
「
ヘ
ン
リ
ー
　
二
世
由
爪
年
に

　
　
お
け
る
バ
ロ
ン
ズ
の
動
向
と
イ
ギ
リ
ス
封
建
勢

　
　
力
」

　
藤
原
　
国
男
（
哀
大
）
　
「
黒
死
病
と
十
四
世
紀
の

　
　
イ
タ
リ
ア
絵
画
」

　
川
口
　
博
（
京
大
）
「
営
年
戦
争
と
ノ
ル
マ
ン

　
　
デ
ィ
ー
」

　
越
智
　
武
臣
（
京
大
）
　
「
十
五
世
紀
英
国
祉
会
の

　
　
一
様
根
」

　
益
田
　
健
次
（
山
　
獄
大
）
　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
愚
想

　
　
の
形
成
」

　
紀
藤
信
義
（
広
大
）
　
＝
六
二
四
年
の
独
占
条

　
　
令
に
つ
い
て
」

　
川
村
大
膳
（
関
学
大
）
「
ロ
バ
ー
ト
・
グ
レ
ヴ

　
　
ィ
ル
の
自
由
思
想
に
つ
い
て
」

　
前
川
貞
次
郎
（
京
大
）
　
「
草
命
裁
判
所
の
成
立
を

　
　
め
ぐ
っ
て
」

　
律
田
　
達
也
（
名
大
）
　
「
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
マ
イ
ヤ

　
　
一
批
判
に
つ
い
て
」

西
洋
史
読
書
会
例
会
　
一
一
月
二
七
ヨ

　
中
村
　
哲
雄
　
〉
・
諸
・
㏄
。
げ
亨
ぎ
σ
q
9
月
剛
6
＞
㈹
・

　
　
　
　
　
　
o
h
甘
。
一
窃
。
鐸

　
大
石
　
轍
／
く
・
寓
昆
甚
鹸
、
ぎ
宰
帥
彰
堂
回
9

　
　
　
　
　
　
　
Z
p
銘
O
「
箒
凱
凱
ヨ
冒
二
お
O
霊
祠
p
5
0
自
？

　
　
　
　
　
　
　
o
芭
翼
歪
環
受
書
　
臼
。
　
鵠
く
。
例
）
団

　
　
　
　
　
　
　
∋
o
岡
一
「
湾
芝
〇
二
飾
≦
碧
・

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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学
界
消
息

　
　
　
　
京
大
地
理
学
関
係

地
理
掌
談
話
会
大
会
　
十
一
月
三
巳
　
於
憲
大
文
掌

　
部
第
八
二
面

、
井
関
弘
太
郎
　
　
「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
地
裕
の
農
業

　
　
　
　
　
　
…
構
造
i
一
組
合
高
度
の
意
義
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て
一
」

　
三
友
国
五
郎
　
　
「
薩
南
諸
島
の
歴
史
地
理
」

　
共
岡
研
究
　
邸
市
域
の
山
村
調
査
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
…
一
京
都
市
旧
花
背
村
・
久
多
村

　
　
　
　
　
　
を
申
’
6
と
し
て
ー
ー

．
藤
岡
謙
二
郎
　
　
「
A
調
査
に
関
す
る
前
言
及
び
集

　
　
　
　
　
　
落
と
山
父
通
の
変
遷
」

西
村
睦
男

小
池
洋
一

石宋浮
川尾田

栄釜典
吉行良

「
B
人
口
と
そ
の
変
遷
」

「
C
の
一
、
経
読
構
造
の
概
雛
及

び
林
業
」

「
C
の
、
二
、
農
業
の
推
移
」

「
c
の
三
、
労
働
と
経
済
生
活
」

「
D
、
盛
会
生
活
の
展
望
」

　
終
了
後
嵐
山
に
て
懇
親
会
を
催
す
。

入
文
地
理
学
会
大
会
＋
一
月
一
賦
於
京
大
文
学
部

　
福
永
　
正
三
　
　
「
町
村
合
併
に
伴
う
薪
行
政
地
減

　
　
　
　
　
　
の
名
称
に
つ
い
て
」

林
　
正
巳

勝
目
　
忍

前
川
宗
男

梶
谷
輝
雄

松
田
　
峻

出
国
　
節
夫

翻
井
櫨
三

武末斎
井溝藤

斎鎌晃
一行吉

小
池
洋
一

千
葉
徳
爾

揮庄籠岡稲
鷹司、瀬本見

郷久良啓悦
平孝明志治

「
町
村
合
併
に
表
わ
れ
た
地
域
性
」

「
鹿
児
島
港
の
商
鷹
に
つ
い
て
」

「
滋
賀
県
の
農
業
様
式
に
つ
い
て
」

「
近
江
盆
勉
に
お
け
る
米
作
主
要

塵
地
の
変
遷
し

「
高
原
開
拓
の
自
然
性
と
人
交
性
」

「
大
阪
の
露
店
ヒ
ラ
ビ
と
ホ
ー
エ

そ
の
地
理
的
配
布
」

「
東
築
本
に
…
お
け
る
密
柑
栽
培
地

帯
の
農
家
購
造
の
変
魏
過
程
に
つ

い
て
」

「
後
進
地
域
農
村
の
問
題
」

「
フ
ラ
ン
ス
農
村
工
叢
小
地
域
研
円
究
」

「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
中
央
平
原
の

灌
概
汚
」

「
南
山
　
城
の
水
害
に
つ
い
て
し

「
近
畿
諸
黙
黙
周
縁
の
は
げ
山

に
つ
い
て
」

「
断
層
崖
の
土
地
利
用
に

「
旧
憲
用
地
の
土
地
利
爾
」

「
閣
国
璽
の
水
田
直
播
概
観
」

「
岡
山
梁
の
た
エ
ら
」

「
日
本
農
業
に
お
け
る
労
働
構
造

内
濁
　
寛
一

山

崎

顧

堀木
川下

侃良

田須当中石
中藤細田

秀　戚栄
作賢志一覧

樫
原
只
好

金
子
　
廉

轡
藤
安
男

数池矢
村浦守

嘉正一
助春彦

福
井
　
好
行

　
一
〇
八

の
地
理
掌
的
研
究
」

「
現
行
割
替
制
の
一
例
し

　
　
　
　
　
以
上
第
一
会
場

一、

?
口
移
動
に
関
す
る
一
考
慮
蒼

「
通
式
圏
と
そ
の
拡
大
」

「
一
九
三
七
～
五
一
年
間
の
世
界

国
別
人
口
の
一
研
究
」

「
漁
村
の
社
会
地
理
学
的
考
察
」

「
近
郊
山
村
の
地
域
構
造
錆
三
門
」

7
自
門
造
民
家
の
発
生
と
普
及
」

「
北
海
道
都
市
に
お
け
る
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
性
」

「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
・
ル
以
晶
別
に
お
け

る
ア
ラ
ビ
ア
周
辺
の
海
上
交
羽
に

つ
い
て
」

「
地
理
高
爽
の
一
こ
ま
」

「
臼
本
石
器
時
代
集
落
立
幡
に
関

す
る
二
、
三
の
問
題
」

「
城
下
町
，
の
成
立
」

「
町
人
請
負
薪
田
の
地
劉
構
造
し

「由

R　

n
に
お
け
る
一
図
　
趨
形
〃
態
の
変

化
と
町
村
の
分
合
」

「、

､
朝
時
代
の
阿
波
の
集
落
」

（玉08）



佐嶺谷
々田岡
木
漕安武
治彦雄

松
本
　
博

入
文
地
理
掌
会
鯖
三
圃
例
会

　
大
阪
市
立
美
術
館
講
堂

　
位
目
木
寿
一
　
「
大
阪
の
河
川
網
と
渡
船
網
し

　
川
熱
田
二
郎
　
　
「
ネ
パ
ー
ル
見
聞
談
及
び
幻
燈
映

　
写
」

　
　
　
　
京
大
垢
古
学
関
係

考
古
掌
談
話
会
　
一
一
月
三
〇
田
ハ
月
）
後
三
時

　
於
楽
友
会
館

二
二
　
敬

陳
　
　
顕
明

釣
忍
　
正
哉

坪
井

清
足

「
東
回
平
野
に
お
け
る
三
塁
」

「
大
井
’
川
三
角
洲
に
お
け
る
額
田

集
落
の
分
布
」

「
宍
道
湖
水
位
に
つ
い
て
の
一
考

察
」　

　
　
　
　
　
以
上
第
二
会
場

　
　
　
　
　
十
二
月
†
二
置
　
於

「
北
海
道
旅
行
談
」

「
岡
山
県
月
の
輪
古
墳
に
つ
い
て
」

「
最
近
の
平
城
営
為
に
お
け
る
発

見
」「

佐
賀
隠
水
田
遣
跡
の
甕
棺
認
査
」

挙
　
界
　
消
　
息
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会会

員
　
移
　
動

新
入

森
　
　
　
暢

　
巨
海
　
哲
男

杉
本
嘉
八

　
三
島
　
　
一

　
村
幽
　
光
一

　
勝
野
　
藩
儒

　
京
都
大
学
農
林
経
済
櫓
落
海

佐
賀
県
立
図
書
錨

住
瀬
変
動

げ

卿
；

満
坂
隆
道

笠
原
　
一
男

川
上
毒
代
四

岸
本
準
二

田
中
　
健
夫

土
井
仙
吉

村
尾
　
一
夫

山
本
　
守

横
田
　
健
一

死
　
　
亡
、

　
守
屋
　
孝
蔵

安
河
内
榑
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経
編
集
後
記
描

　
年
末
年
始
に
軍
な
っ
て
少
し
勢
刊
の
遅
れ
て
い
た

史
林
第
三
七
巻
第
一
号
が
い
よ
い
よ
会
員
諸
兄
姉
の

許
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
各
位
の
御

援
助
に
よ
っ
て
遜
刊
を
遅
滞
さ
せ
て
い
た
諸
般
の
事

情
も
漸
次
詣
兄
服
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
は
ま
た
薪
し
い

編
集
委
員
の
陣
容
謝
揃
え
、
懸
案
の
隔
月
間
発
行
を

も
塁
み
得
る
段
階
に
達
し
ま
し
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ

れ
は
大
い
な
る
旧
び
と
し
て
い
ま
す
。
本
号
は
巻
頭

に
一
亦
松
俊
秀
氏
の
魎
史
料
に
よ
る
座
の
研
究
を
得
ま

し
た
が
、
け
だ
し
こ
の
研
究
分
野
に
お
け
る
間
題
作

た
る
を
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
最
近
い
ろ

ん
な
史
学
雑
誌
に
お
い
て
滋
洋
史
闘
係
論
文
の
脅
二
三
［

が
目
立
つ
と
き
に
瀬
原
養
生
氏
の
所
論
を
え
た
こ
と

も
幸
い
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
農
罠
戦
争
に
つ
い
て
の
問

題
点
を
夏
に
凝
結
さ
せ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
り
ま
す
．
、
村
田
数
之
亮
氏
の
学
界
動
向
は
氏

の
著
実
な
作
風
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
石
…
川
栄
吉
氏

の
薪
鋭
な
そ
れ
と
玩
昧
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
蜜

す
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
智
）

…
〇
九
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